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2図. Aは単位体積当たりの転位線の全長､LN は転位のネットワークノード間の
平均距離､L｡は転位の平均長さを示す｡つまり､左縦軸 ALN3はネットワーク
のユニットセル内部の転位の長さとなりLN に比例する｡
1図の結果から､このネットワークの平均長さLNの温度変化も求められた｡2図に
その結果を示すが､転位の平均長さと相対的な温度変化がほとんど等しいことが分かる｡
これは､転位のピン止め中心が転位のネットワークのノードと考えれば､LcとLNは
同じとなり､結果を説明できる｡
固体4Heにおける転位の運動では､結晶がhcpのため異方性が大きく､実験結果は
結晶のC軸と振動子の捻れ軸との角度に大きく依存した｡それに対し､我々のbcc固体
3Heの実験では､多くの固体を振動子の中に生成し､結晶軸はそれぞれ異なるはずで
あるが､捻れ軸に対する異方性は観測されなかった｡
更に､軽い質量に起因する転位運動の量子効果の検証と有効質量の評価も試みて
いる｡ また､空格子点と転位との相互作用も今後の課題である｡ 加工歪みの緩和など､
動的な研究も視野に入れて研究を進めている｡
本研究は小川健一､森-央､馬首孝好 氏との共同研究である｡
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｢摩擦の物理｣
有益な議論をしていただきました次の先生方､鈴木敬愛､小杉俊男,鈴木秀次､
岩佐泉､長岡洋介 の各氏に感謝いたします｡
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